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音
楽
を
聴
い
て
元
気
が
出
た
、
勇
気
が
湧
い
た
、
笑
顔
に
な
っ
た
、

懐
か
し
い
あ
の
頃
を
思
い
出
し
た
…

そ
ん
な
経
験
が
き
っ
と
み
な
さ
ん
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

音
楽
は
人
の
気
持
ち
を
動
か
す
大
き
な
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
す
ば
ら
し
い

魅
力
を
も
つ
音
楽
に
出
逢
え
る
ま
ち
に
、
私
た
ち
は
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

平
成
13
年
４
月
、
長
岡
に
開
館
し
た
、

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
（
愛
称
ル
ッ
チ
プ
ラ

ザ
）
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、
図
書

館
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
併
せ
持

つ
文
化
と
福
祉
の
複
合
型
施
設
で
す
。

「
市
民
が
使
い
や
す
い
施
設
」
を
重
視
し
、

市
民
が
設
計
段
階
か
ら
意
見
を
出
し
合

う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
で
完
成
し
ま

し
た
。

中
で
も
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の

「
ベ
ル
ホ
ー
ル
３
１
０

さ

ん

い

ち

ま

る

」
は
、
プ
ロ
の
コ

ン
サ
ー
ト
に
も
対
応
で
き
る
機
能
と
性

能
を
兼
ね
備
え
た
質
の
高
い
小
規
模
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
と
し
て
設
計
。
今
ま

で
多
く
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
観
客
に
感
動

を
届
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
ホ
ー
ル
で

す
が
、
一
度
も
訪
れ
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
人
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
ル
ッ
チ
プ
ラ
ザ

の
ベ
ル
ホ
ー
ル
３
１
０
の
魅
力
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
米
原
で

音
楽
の
楽
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
。

特

集

▲空から見下ろした「ルッチプラザ」
蛍が羽を広げた形にデザインされています。

「
ル
ッ
チ
プ
ラ
ザ
」

そ
の
名
前
の
由
来
は
…

国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
長
岡
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
イ
タ
リ
ア
語

の
蛍
＝
ル
ッ
チ
オ
ー
レ
、
ま
た
、

光
や
希
望
を
意
味
す
る
ル
ッ
チ
ェ

に
由
来
し
ま
す
。
開
館
前
に
公
募

し
、
当
時
京
都
市
に
住
む
21
歳
の

学
生
の
応
募
作
品

が
選
ば
れ
、
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
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「
ベ
ル
ホ
ー
ル
３
１
０
」
高
機
能
な
音

響
設
備
を
も
ち
、
観
客
と
の
一
体
感
を

生
む
シ
ュ
ー
ボ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
の
本
格

的
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
。
３
１
０
席
の

ど
の
座
席
で
も
き
れ
い
に
聞
こ
え
る
よ

う
に
、
音
響
学
を
駆
使
し
、
ち
密
な
計

算
の
も
と
造
ら
れ
ま
し
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
な
ど
の
生
演
奏
が
行

わ
れ
る
ホ
ー
ル
で
は
、
音
の
響
き
を
豊
か

に
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、「
残
響

時
間
」
が
長
く
な
る
よ
う
に
音
響
設
計
を

行
い
ま
す
。
残
響
時
間
と
は
、
音
の
発
生

を
止
め
た
後
か
ら
音
が
聞
こ
え
な
く
な
る

ま
で
の
時
間
を
い
い
、
こ
れ
を
左
右
す
る

の
が
、
内
装
の
天
井
、
壁
、
床
、
そ
し
て

「
椅
子
」
の
吸
音
特
性
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
ホ
ー
ル
の
空
間
は
椅
子
の
占

め
る
割
合
が
高
い
の
で
、
ベ
ル
ホ
ー
ル
３

１
０
の
椅
子
は
こ
だ
わ
り
の
逸
品
が
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
椅
子
」
ベ
ル
ホ
ー
ル
３
１
０
の
椅
子

は
、
吸
音
力
が
非
常
に
小
さ
く
、
ま
た
、

木
製
の
背
板
が
低
音
域
を
吸
収
す
る
の

に
対
し
、
観
客
が
中
高
音
域
を
吸
収
す

る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
心
地
よ

い
響
き
が
得
ら
れ
る
吸
音
特
性
を
も
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
座
席
の
幅
は
、
50
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
で
ゆ
と
り
を
も
っ
て
座
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
肘
掛
け
や
脚
は
も
ち
ろ
ん
、

座
面
や
背
面
の
裏
に
も
木
材
を
使
用
し
、

ぬ
く
も
り
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

「
親
子
席
、
車
椅
子
対
応
席
」
ホ
ー
ル

に
は
、
親
子
席
や
車
椅
子
対
応
の
席
も

設
置
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
人
が
よ
り
身

近
に
音
楽
と
ふ
れ
あ
え
る
空
間
を
創
り

出
し
て
い
ま
す
。

「
楽
屋
」
楽
屋
は
６
つ
あ
り
、
練
習
室

を
兼
ね
た
完
全
防
音
の
部
屋
も
あ
り
ま

す
。
録
音
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
も
利
用
で

き
ま
す
。

「
ス
タ
ジ
オ
３
１
０
」
ル
ッ
チ
プ
ラ
ザ

１
階
に
あ
る
収
容
人
数
約
80
人
の
多
目

的
ス
タ
ジ
オ
。
ホ
タ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
照
明
が
幻
想
的
な
雰
囲
気
で
、
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
や
リ
ハ
ー
サ
ル
、
会
議
の
会
場

な
ど
と
し
て
、
幅
広
く
利
用
で
き
ま
す
。

ル
ッ
チ
プ
ラ
ザ
は
、
地
域
の
た
め
の

施
設
で
す
。
各
施
設
は
、
貸
し
出
し
も

行
っ
て
い
ま
す
。「
ホ
ー
ル
を
使
っ
て
こ

ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
ん
だ
け
ど

…
」
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
イ
ベ
ン

ト
に
適
し
た
設
備
の
使
い
方
の
提
案
や
、

機
材
の
手
配
な
ど
、
可
能
な
限
り
ご
要

望
に
お
応
え
し
ま
す
。

詳
細
は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
ル
ッ
チ
プ
ラ
ザ
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ベルホール310

聴
く
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

利
用
者
に
も
な
ろ
う

ピアノ奏者
憧れの、ス
タインウェ
イ＆サンズ
社製D-274
型のコンサ
ートグラン
ドピアノを
配備し、身近に本物の
響きが味わえます。

舞台袖

音響

親子席

椅子

ピアノ

照明

スタジオ310

お問い合わせ

市民交流プラザ（ルッチプラザ）
〒521-0242 米原市長岡1050番地1
1 55ー4550 5 55ー4556
開館時間　9時～20時

＊金曜日は21時まで
休 館 日　毎週月曜日

＊月曜日が祝日の場合は翌平日
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プロの音楽をすぐ近くで ―公共ホール音楽活性化事業―

打
楽
器
奏
者
　
前
田
　
啓
太
さ
ん

「
地
元
の
ホ
ー
ル
は
稼
働
率
が
低
く
、
学
生
が
音
楽

を
聴
く
機
会
も
少
な
く
、
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
て

い
た
」
前
田
さ
ん
が
公
共
ホ
ー
ル
音
楽
活
性
化
事
業

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
た
き
っ

か
け
で
す
。「
非
日
常
空
間
を
届
け
、
毎
日
と
は
違

う
特
別
な
印
象
を
与
え
る
の
が
、
演
奏
家
の
役
目
。

こ
の
事
業
を
通
し
て
、
音
楽
の
魅
力
を
伝
え
た
い
」

と
前
田
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
音
楽
が
で

き
る
幸
せ
を
感
じ
て

ほ
し
い
」
と
今
、
音

楽
を
し
て
い
る
人
、

こ
れ
か
ら
音
楽
を
始

め
よ
う
と
思
っ
て
い

る
人
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
く
れ
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
山
本
　
若
子
さ
ん

今
回
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
事
業
の
企
画

を
つ
と
め
た
山
本
さ
ん
。

「
公
共
ホ
ー
ル
は
、
そ
の
地
域
の
特
性
を
み
て
、
何

を
す
る
べ
き
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
。
ま
ち
の
人

に
応
援
し
て
も
ら
い
、
愛
し
、
愛
さ
れ
る
ホ
ー
ル
づ

く
り
を
」
と
公
共
ホ
ー
ル
運
営
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
音
楽
に
は
、
言
葉
を
使
わ
な
く
て
も
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
生
の
反
応
を
見
せ
て

も
ら
え
る
と
こ
ろ
が
、
こ

の
仕
事
の
楽
し
み
。
同
時

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
も
あ

り
ま
す
」
と
山
本
さ
ん
は

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「ルッチプラザでコンサートを聴いたことがない」
「聴きに行きたいけれど、忙しくてなかなか行けない」
「クラシックのコンサートは敷居が高い・・・」
ルッチプラザのホールやクラシック音楽になじみ
の薄い人や地域へ、プロの音楽家が出向き、音楽の
魅力を伝え、楽しさを体験させる「公共ホール音楽
活性化事業」が開催されました。
この事業は、(一財)地域創造が全国に公募して実

施するもので、今回、米原市では初めて開催されま
した。(一財)地域創造のオーディションで選ばれた
プロの打楽器奏者前田啓太さんと、専門家のコーデ
ィネーターが派遣され、３日間で４か所に出向いて
アウトリーチ活動

＊
を行いました。最終日には、ホー

ルで本格的なコンサートを行いました。

＊アウトリーチ活動…
劇場や行政が、芸術
や文化に触れること
の少ない住民や学
校、地域に出向く、
現地出張サービス。

やすらぎコンサート
～音楽で癒しのひとときを～

子育て支援センタ

ー利用者の0～２歳

児とその保護者およ

そ20人を対象に、

ミニコンサートが開

催されました。これ

は、日ごろは忙しく、本格的な音楽を聴く時間を

もてない子育て中の人に癒しの時間をもってもら

えるよう開催されたものです。童謡「あかとんぼ」

や「この道」などのマリンバ演奏や、パントマイ

ムで参加者と交流が図られました。

「普段は子どもを預けてコンサートに行くが、

今日は一緒に聴けて良かった」「子どもも、音楽

に合わせて声をだしたり、手をたたいたり楽しん

でいた」と参加者は、やすらぎのひとときを楽し

みました。
▲前田さんが演奏で使うマリンバ

9/4
スタジオ310

リズムを楽しもう！
伊吹小ワークショップ

伊吹小学校の４～６年生を対象に

ワークショップを開催。迫力あるパ

ーカッションの演奏後、音楽の基礎

であるリズムを、体を使ったボディ

パーカッションや楽器体験で楽しく

学びました。

プロの演奏に注目！

リズムに合わせてみんな
でサンバ！

楽器体験

9/4
伊吹小学校
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双葉中ブラスバンド部
音楽の基礎のパーカッション

双葉中学校ブラスバンド部のワークショップで

は、打楽器奏者から見た演奏のポイントとして

「拍を共有する」ことが大切だと前田さんからお

話しがありました。

拍を感じるコツとして、前田さんの故郷である

富山県の民謡「こきりこ節」をはじめ、さまざま

な曲に合わせて手拍子をたたきます。最初はバラ

バラだった手拍子もだんだんと揃うように。これ

を意識して現在練習中の「Let It Go」を演奏

すると見違えるようになり「拍を共有」して演奏

することの違いを感じたようでした。ワークショ

ップを終え、生徒たちは「自分で拍を数えたこと

はあるけど、みんなで

一緒に合わせることが

大事だとわかった」

と話しました。

9/5
双葉中学校

近江図書館
ロビーコンサート
この日は近江図書館

に出向き、ロビーコン
サートを開催。図書館
は優しいマリンバの音
色に包まれました。
図書館の利用者や、

子育て支援センターを訪れた来館者約40人が、一流の音楽家の演奏に聴き入りました。エントランスホールには、音楽や楽器に関する本の特設コーナーが設けられ、前田さんから打楽器の歴史や構造について説明がありました。市内のコーラスグループに所属しているという参加者は「車がないので、ルッチプラザには遠くて行けないけれど、今日は特等席で生の音楽が楽しむことができた」と笑顔で話してくれました。

9/5
近江図書館

前田啓太パーカッションワールド
～ベルホールに響きわたる多彩な打楽器の音色たち～

最終日は、ベルホール310でコンサートが開催されました。

マリンバ演奏や朗読と打楽器の融合など、バロックから現代音

楽までの６曲を約１時間半にわたり披露。

観客は、打楽器の魅力に迫った本格的な演奏に聴き入ってい

ました。

会場の下見、当日のプログラ
ムの打ち合わせ、スケジュー
ルを本番２か月前に確認。ア
ーティストの意向をできるだ
け取り入れるよう、調整。

専用のケースに収納さ
れた楽器は、パズルの
ピースのように車に積
まれて到着。積み下ろ
しと楽器の組み立て
は、アーティストも含
め、みんなで一緒に。

楽屋前の廊下
には、アイロ
ンやセルフサ
ービスのお茶
等を用意。

音響・照明確認のほか、楽器の
場所の調整も。ステージ下にあ
る梁の上に楽器を置くと、音色
が変わってしまう。

事前
打ち合せ

楽器搬入

楽器組立

リハーサル

コ
ン
サ
ー
ト
の
舞
台
裏

9/6
ベルホール310
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そ
れ
ぞ
れ
の
音
を
響
か
せ
て

米
原
市
に
は
、
音
楽
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
音
楽
に
携
わ
り
、
活
躍
さ
れ
て
い

る
お
二
人
に
、
音
楽
へ
の
想
い
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
聴
い
て
く
れ
る
人
が
、
気
持
ち
良
く
感

じ
て
く
れ
た
ら
」
と
い
う
思
い
で
ピ
ア
ノ

を
弾
く
山
東
小
学
校
６
年
生
の
佐
々
さ
ん
。

４
歳
か
ら
お
姉
さ
ん
の
影
響
で
ピ
ア
ノ
を

始
め
ま
し
た
。

８
月
７
日
、
大
津
で
開
催
さ
れ
た
ピ
テ

ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
西
日

本
滋
賀
地
区
本
選
Ｃ
級
の
部
で
２
位
に
入

賞
し
、
８
月
20
日
に
東
京
で
行
わ
れ
た
全

国
大
会
へ
米
原
市
か
ら
初
め
て
出
場
し
ま

し
た
。

同
級
生
と
比
べ
て
手
が
小
さ
く
、
オ
ク

タ
ー
ブ
を
押
さ
え
る
の
も
ぎ
り
ぎ
り
だ
と

い
う
佐
々
さ
ん
は
、
４
月
か
ら
毎
日
自
宅

で
２
時
間
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
て
練
習

を
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

毎
年
４
万
人
以
上
が
出
場
す
る
国
内
最
大

級
の
大
会
で
、
そ
の
大
舞
台
に
立
っ
た

佐
々
さ
ん
は
「
普
段
か
ら
ピ
ア
ノ
を
弾
く

時
は
集
中
し
て
、
曲
に
の
め
り
こ
ん
で
し

ま
う
の
で
、
本
番
の
様
子
も
あ
ま
り
覚
え

て
い
な
い
け
れ
ど
、
弾
き
終
っ
た
後
の
拍

手
が
と
て
も
大
き
く
感
じ
た
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

「
友
達
、
ピ
ア
ノ
教
室
、
学
校
の
先
生
、

み
ん
な
の
応
援
の
お
か
げ
で
出
場
で
き
た
。

ピ
ア
ノ
を
通
じ
て
色
ん
な
人
と
出
会
い
、

仲
良
く
な
れ
る
の
が
嬉
し
い
」
と
い
う

佐
々
さ
ん
は
、
大
会
の
待
ち
時
間
で
も
全

国
各
地
の
友
達
と
話
し
て
仲
良
く
な
っ
た

そ
う
で
す
。
新
た
な
出
会
い
を
楽
し
み
に
、

今
日
も
練
習
に
励
み
ま
す
。

オ
ペ
ラ
歌
手
と
し
て
、
世
界
の
舞
台
で

活
躍
す
る
花
月
真
さ
ん
。
そ
ん
な
花
月
さ

ん
は
柏
原
の
西
来
寺
の
住
職
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
経
歴
を
生
か
し
本
堂
で
毎
月
１

回
「
念
仏
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
歌
う
前
に
曲
の
説
明
や
ト
ー
ク
を

交
え
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
に
は
全
員
で

「
念
仏
」
を
大
合
唱
。
参
加
者
は
、
花
月
さ

ん
の
美
し
い
歌
声
と
声
量
に
聞
き
惚
れ
て

い
ま
し
た
。

花
月
さ
ん
と
音
楽
の
出
会
い
は
、
大
学

の
合
唱
団
。
合
唱
団
で
は
指
揮
を
担
当
し
、

大
学
卒
業
後
、
独
学
で
オ
ペ
ラ
の
勉
強
を

始
め
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
初
め
て
出
場

し
た
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
、
オ
ペ
ラ
歌

手
ブ
ル
ー
ノ
・
ペ
ラ
ガ
ッ
テ
ィ
氏
の
も
と
、

オ
ペ
ラ
の
本
場
イ
タ
リ
ア
で
本
格
的
に
学

び
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
、

日
本
な
ど
の
オ

ペ
ラ
公
演
で
主

要
な
役
を
演
じ

「
音
楽
は
ど
こ
で

も
で
き
る
」
と
、
昨
年
、
京
都
か
ら
米
原

に
移
り
住
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

「
東
北
の
被
災
地
へ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
に
出
向
く
な
ど
、
今
後
も
念
仏
コ

ン
サ
ー
ト
を
拡
大
し
、
よ
り
多
く
の
人
に

音
楽
を
届
け
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

佐
々

さ

さ

比ひ

香か

莉り

さ
ん

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
大
会
出
場

花か

月げ

つ

真
ま

こ

と

さ
ん

世
界
で
た
だ
一
人
の
“オ
テ
ラ
歌
手
”

花月真さん　出演
オペラ「カルメン」ハイライト
１月11日（日）14時開演
ルッチプラザ　ベルホール310
一般　前売3,500円、当日4,000円

念仏コンサート　
毎月第１金曜日　16時開演
西来寺　本堂（柏原986）

■問 シードマスター
1 06-6110-5520

予約不要
入場無料

チケット
発売中
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ルッチプラザでは、施設運営のサポートがボラン
ティアで行われ、協働による運営を進めています。地域の力で支えています　　

ホールサポーター
ルッチプラザの

自主公演では、

16人のホールサ

ポーターが、ホー

ル運営全体をボラ

ンティアで行いま

す。チケットのも

ぎり、チラシの折

り込み作業、会場

案内、ドアマン、

アンケート回収、公演を録音したＣＤやＤＶＤを編

集して主催者に渡すなど、その活動は多岐にわたり

ます。ホールサポーター代表で、照明を担当する児

玉勲勇さんは「舞台に出ている人をいかに美しく見

せ、聴かせるかが楽しい」と仕事の醍醐味を語って

くれました。また、「ホールが満席になると嬉しい」

とサポーターのみなさんは話してくれました。

ガーデンサポーター
ルッチプラザでは、四季折々の花や木が、来館者

を出迎えてくれます。これは、市内の花好きのみな

さんが毎月第２土曜日に集まり、ボランティアで管

理をされています。ルッチプラザが開館した翌年の

平成14年9月から活動を開始し、現在は８人がガー

デンサポーターとして登録。花の仕入れから手入れ

まで、楽しく活動をされています。

「観葉植物の手入れが行き届いている」とルッチプ

ラザでの公演後のアンケートに記入されていること

もあるそうで、来館者の喜ぶ声はとても嬉しいとサ

ポーターのみ

なさんは話し

てくれました。

ルッチプラ

ザを訪れた時

は、キレイな

お花や観葉植

物もぜひ観賞

してください。

ルッチプラザ

イベントスケジュール
11月23日(日) 13時開演
第４回　
ルッチプラザ・ピアノコンクール本選
一般公開・入場無料

12月14日(日) 16時開演
国府弘子スペシャルトリオwith小松亮太
クリスマスコンサート
全席指定　チケット発売中！
前売3,500円、当日4,000円

注：チケットの割引と先行予約は、１会員につき２枚まで

さらに！チケットを累計5枚購入で、
大好評の「ほたるんタオル」をプレゼント！

＊年会費1,000円（入会金不要）
＊入会はいつでもOK！
＊会員の有効期限は、入会の日
から１年後の月末まで。

ベルホール310のステージで歌ってみませんか

ホールサポーター企画事業

バンド生演奏カラオケ大会
出場者募集

限定40人！！
11月5日(水) 10時

受付開始

参 加 費　5,000円

日　時
平成27年2月22日(日)
13時30分開演
会　場　ルッチプラザ

ベルホール310
＊当日の入場は無料

お得１
自主企画コンサート
チケット10%オフ

お得２
毎公演抽選で
チケットプレゼント

お得３
発売開始１日前に
チケット先行予約

お得４
予約チケットの
取り置きサービス

友の会会員は
それぞれ500円引の
特別割引！

ホールサポーターやガーデンサポーターに限らず、ルッチプラザでボ
ランティア活動に参加すると、2階レストラン「粗！一寸」やチケッ
ト代等で使える「ルッチマネー」をプレゼント！ぜひボランティア活
動にご参加ください！詳しくはルッチプラザへお問い合わせください。

！！

米原市民交流プラザ友の会


